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週間EPSの運用を 1日 1回（初期時刻 12UTC）
から 1 日 2 回（00,12UTC）に高頻度化する。1
初期時刻あたり 27 メンバー、1 日あたり 54 メン









 現行仕様の週間 EPS による予報実験（CNTL）
と、予報モデルの水平解像度のみを TL479 に
                                                     
1
 GSMの水平解像度は TL959（約 20 km）、鉛
直層は週間 EPS と同じである。 
変更した週間 EPSによる予報実験（TEST）を行
った。CNTL は 51 メンバーの予報を行い、




する予報対象日時を、冬期間（2012 年 1 月 3
水平解像度 TL479（~40 km） 
鉛直層 100層、モデルトップ 0.01 hPa 
初期時刻 00, 12UTC 













































均の成績であり、（a）と（c）の CNTL は 27 メンバーのアンサンブル平均、（b）と（d）の
CNTLは 51 メンバーのアンサンブル平均。 
日12UTC～2月3日12UTCの間の00,12UTC）




























（TEST－CNTL）[%]。2012 年 1 月 7 日 
12UTC,を初期時刻とした 144時間予報。 
CNTL より TESTの RMSEが小さい傾向は、予
報初期に明瞭だが予報時間とともに不明瞭に
なる。CNTLでは TEST とメンバー数をそろえた




い傾向にあり、図 2b, dの TEST との比較では、






































図 5： 2011年台風第 12号の予報結果。左から CNTLのコントロールラン、TESTのコントロ
ールラン、GSM、解析。カラーシェイドは地上風速、等値線は海面気圧[hPa]。2011 年 8 月
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